







































について様々な意見が出され，3 月 16 日に行っ
た公開研究会では，5 つのプロジェクトの報告に
対して，大学として地域に対して何をすべきかの
議論が出された。地域交流研究センターとして追
及してきた「遊び」と「学び」のコラボレーション，
地域社会の確立に役立つ発達環境づくり，循環型
の地域交流システムづくりは，まだ始まったばか
りであるが，大学に地域貢献が求められる今日，
白梅の地域交流研究センターはその中心となって
実践と研究をすすめなければならない。
地域交流研究センターのこれから
　研究プロジェクトでは 5 年間の積み重ねを通
して「街づくり」も視野に入れた研究プロジェク
トが進められてきている。大学周辺の地域を小さ
なブロックに分け，どのような人間のつながりを
作っていったら良いのか，今後予想される大規模
な災害時に，お互いが意識しないで助け合う人間
関係を構築していくこと，白梅学園大学地域交流
センターが，交流から人間の生涯発達を研究する
センター（例えば生涯発達研究センター）として
位置づいた時，文字通り，地域の循環型地域交流
推進を担うものとなっていく。更にその生涯発達
研究センターに保育や福祉，あるいは教育を学ん
だ学生が参加して地域づくりを行なっていくこと
なども視野に入っている。なお 2014 年度は以下
の構成で進めることになった。
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　◆ 障がいのある子もない子もワークショップ
研究（杉山代表）プロジェクト
　◆ 食育でつなぐ幼稚園と生活科教育における
研究（林代表）プロジェクト
　◆ 総合的な地域交流推進研究（小松代表）プ
ロジェクト
 ：3 つのプロジェクトを統合し，遊び，世
代間交流，多文化共生（児童文化）をキー
ワードにした取り組みを行い，小平市西地
区地域ネットワークとの連携をすすめる。
＊あらためて研究員の参加を呼びかけ，全教員を
地域交流研究センターに位置づけるようにして
いく。
（文責：瀧口優）
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